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２ 介護保険総事業費の算定 

介護保険事業の総事業費は、介護保険サービスの給付費に高額介護サービス費などの費

用を加えた標準給付費と、地域支援事業費等の合計額となります。介護保険サービスの給

付費は、前節のサービス見込量をもとに、サービス単価を乗じて積算することで算定され

ます。総事業費は以下のようになります。 

【介護保険総事業費】 
     （円） 

 
令和 3 

年度 

令和 4 

年度 

令和 5 

年度 

3 か年 

合計 

令和 7 

年度 

標準給付費見込額      

 総給付費（一定以上所得者負担の調整後）      

  総給付費      

  一定以上所得者の利用者負担の見直しに伴う財政影響額      

  消費税率等の見直しを勘案した影響額      

 特定入所者介護サービス費等給付額      

 高額介護サービス費等給付額      

 高額医療合算介護サービス費等給付額      

 算定対象審査支払手数料      

地域支援事業費      

 介護予防・日常生活支援総合事業費      

 包括的支援事業・任意事業費      

合  計      

 

 

３ 介護保険料基準額の算定 

(1)保険料収納必要額 

第１号被保険者保険料の算定にあたっては、前節の介護保険総事業費の●●％に相当す

る額を第１号被保険者総数に配分した額が基本となります。保険料により負担する費用の

合計（保険料収納必要額）は以下のようになります。 

【保険料収納必要額】 
     （円） 

 
令和 3 

年度 

令和 4 

年度 

令和 5 

年度 

3 か年 

合計 

令和 7 

年度 

第 1 号被保険者負担分相当額  (a)      

調整交付金相当額   (b)      

調整交付金見込額   (c)      

市町村特別給付費等   (d)      

準備基金取崩額等   (e)      

保険料収納必要額    (a+b-c+d-e)      

      
予定保険料収納率      

保険料収納必要額（未収納を見込んだ額）      

算定中 

算定中 
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(2)第１号被保険者保険料 

第１号被保険者保険料は、保険料収納必要額を第１号被保険者数（所得段階により保険

料基準額に対する割合が異なるため、所得段階別の人数で補正した被保険者数）で割るこ

とにより算定します。国では、標準で９段階と示されていますが、本市では所得段階をさ

らに細分化し、以下の段階設定とします。本市の第１号被保険者保険料は、基準額で年額

●●●●円（月額●●●●円）となります。 

 

【所得段階別保険料】 

段階 対象者 

基準額

に対す

る割合 

保険料 

（年額） 

第１段階 

生活保護を受給している人 

世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受給している人 

世帯全員が市民税非課税で、本人の公的年金等収入額と合

計所得金額との合計が年額 80 万円以下の人 

0.45  

第２段階 
世帯全員が市民税非課税で、本人の公的年金等収入額と合

計所得金額との合計が年額 80万円を超え 120 万円以下の人 
0.75  

第３段階 
世帯全員が市民税非課税で、本人の公的年金等収入額と合

計所得金額との合計が年額 120 万円を超える人 
0.75  

第４段階 

本人が市民税非課税で、同じ世帯に市民税課税の世帯員が

おり、本人の公的年金等収入額と合計所得金額との合計が年

額 80 万円以下の人 

0.85  

第５段階 

本人が市民税非課税で、同じ世帯に市民税課税の世帯員が

おり、本人の公的年金等収入額と合計所得金額との合計が年

額80万円を超える人 

1.00 
 

（基準額） 

第６段階 
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額 120 万円未満の

人 
1.10  

第７段階 
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額120万円以上200

万円未満の人 
1.25  

第８段階 
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額200万円以上300

万円未満の人 
1.50  

第９段階 
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額300万円以上400

万円未満の人 
1.60  

第 10 段階 
本人が市民税課税で、合計所得金額が年額400万円以上500

万円未満の人 
1.70  

第 11 段階 
・本人が市民税課税で、合計所得金額が年額 500 万円以上

750 万円未満の人 
1.80  

第 12 段階 
・本人が市民税課税で、合計所得金額が年額750万円以上の

人 
1.90  

※第１段階の基準額に対する割合は本来0.5ですが、低所得者の保険料負担軽減の仕組み

として公費負担が行われることにより、被保険者本人が負担する割合は0.45に軽減され

ています。 

算定中 
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第７章 計画の推進 

１ 計画推進における各主体の役割 

本計画において地域包括ケアシステムの深化・推進を目指していくためには、行政や介

護サービス事業所、関係機関だけでなく、市民、地域といった各主体が自らの役割を認識

し、連携を深めていくことが重要となります。地域包括ケアシステムは、地域共生社会の

実現に向けた中核的な基盤となりうるものであり、第７期計画から引き続き、地域共生社

会の実現に向けた「我が事・丸ごと」の包括的な支援体制を整備していく必要があります。 

地域共生社会は、高齢者のみならず、障害児者、児童、生活困窮者等を含む地域のあら

ゆる住民が役割を持って、お互いに支え合いながら、自分らしく活躍できるコミュニティ

を形成し、公的な福祉サービスとの協働により、助け合って暮らせる地域社会の実現を目

指すものです。 

本市としては、それぞれの主体が、地域包括ケアシステムの担い手として、適切な役割

を果たせるように、連携と協働のもと、計画の効率的で効果的な推進を図ります。 

 

①市の役割 

市は、本計画の推進主体であり、地域包括ケアシステムの深化・推進において中核的な

役割を担います。介護保険制度の運営主体として保険者機能を強化するとともに、総合的

な高齢者福祉施策の推進主体として、本計画に基づく取組を進め、本市の地域包括ケアシ

ステムの深化・推進を進めていきます。 

地域包括ケアシステムを深化・推進させていくために必要な基盤を整備するとともに、

地域やサービス事業所等をはじめとした、多様な主体の連携・協働を進め、各主体がその

役割を十分に果たすことができるように支援を行うなど、体制の充実を図ります。 

さらに、今後は、医療ニーズと介護ニーズをあわせ持つ高齢者や認知症高齢者等の増加

が予測されるため、医療と介護の連携の核となる人材の育成や、地域における在宅医療や

在宅介護を提供する関係者間の連携を推進していくことが必要です。また、医療や介護・

健康づくり、交通、住宅部門など、様々な部門との庁内連携を密にするとともに、取組を

総合的に進める人材を育成・配置していくことも重要となります。 

 

②介護サービス事業所等に期待される役割 

介護サービス事業所、保健･福祉･医療の関係機関などには、地域包括ケアシステムにお

けるサービスの担い手として、高齢者のニーズに応じた質の高い利用者本位のサービスを

提供することが期待されます。また、利用者の権利擁護に関して十分な配慮がなされ、適

切なサービス提供はもとより、利用者の立場に立った、心のこもったサービスの提供が期

待されます。 

地域包括ケアシステムの一層の推進に向けては、さまざまな職種が高い専門性を有する

とともに、きめ細かく連携していくことが不可欠です。医師、歯科医師、薬剤師、看護職
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員や理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛生士等の医療関係職種と、

社会福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、地域包括センターの職員等の介護関係職種と

の連携を強化し、それぞれが主体的に地域包括ケアシステムの一翼を担っていくことが期

待されます。 

 

③市民に期待される役割 

「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、生活習慣病の予防をはじめとして健康の

保持増進に努め、自ら介護予防に取り組むことが期待されます。また、たとえ介護が必要

になっても、地域包括ケアシステムのさまざまな機能を活用しながら、地域の中で尊厳を

もって自分らしい生活を続けていく意欲と努力が期待されます。 

趣味や仕事、人との交流など、それぞれの生きがいを持って心身ともに健やかな生活を

送るとともに、地域の中での自らの役割を自覚し、高齢者の生活支援などに関する地域活

動やボランティア活動、就労的活動等に主体的に取り組むなど、地域包括ケアシステムの

一翼を担う存在となっていくことが期待されます。 

いきいきとした高齢者の生涯現役社会が提唱される中、これまでの人生で培ってきた豊

かな経験や知識等を生かし、さまざまな役割を果たし、地域包括ケアシステムの担い手と

して地域で活躍し、地域共生社会を実現していく可能性にも期待が高まっています。 

高齢者やその家族、支援者、地域住民など一人ひとりが、お互いへの思いやりの心を持

ち、あたたかいつながりの関係をつくっていくことで、事業や支援もその効果を十分に発

揮することができます。市民一人ひとりの心から、豊かでうるおいのある高齢社会が育っ

ていくことを期待します。 

 

④地域等に期待される役割 

地域包括ケアシステムにおいては、地域そのものが高齢者の生活の場であり、大きな役

割を果たすこととなります。住民同士がお互いを思いやる心や連帯意識の醸成に努めなが

ら、地域包括ケアシステムの一翼を担い、近隣のなじみの関係を生かした取組として、身

近な場所での地域活動、高齢者の見守り、声かけ、安否の確認などを実践していくことに

期待が寄せられます。 

また、民生委員・児童委員、社会福祉協議会、老人クラブなどの地域で活動している主

体においては、それぞれの役割や特色を生かし、行政等との連携を図りながら、高齢者の

心に寄り添う存在として、高齢者の身近な相談窓口、生きがいづくりや生活支援など、地

域に根ざした活躍が期待されます。 

地域包括ケアシステムの機能においては、サービス事業所等が提供する専門的なサービ

スとともに、身近なところで高齢者のちょっとした不便などを解消する多様な生活支援の

サービスが重要となります。こうした役割を担うボランティアやＮＰＯなどのさまざまな

取組が、地域に根ざした活動として定着していくこと、また、新たに生み出されることが

期待されます。 
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２ 計画の進行管理 

本計画を着実に推進していくためには、計画の進行管理の体制を構築することが重要と

なります。全市的な観点から計画の推進を図るために、引き続き、「草津市あんしんいきい

きプラン委員会」を中心に計画の進行管理を行います。具体的には第７期計画での課題を

踏まえ、本計画を策定したように、各年度における事業の実施状況、目標達成状況、今後

の実施方針などを定期的に整理･検討し、本計画の進行状況の点検･評価を行うなど、

PDCAサイクルを活用し、効果的かつ継続的な計画の推進を図ります。 

 

３ 計画の周知 

本計画の目標や施策について、広く市民に周知していくため、広報くさつや市ホームペ

ージなどをはじめとして、多様な媒体を活用した広報活動を行います。また、計画の対象

となる方にきめ細かく情報提供を行っていく観点から、地域や各種団体などとも協力し、

制度の説明や計画内容の周知に努めます。 
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１ 草津市附属機関設置条例 

平成２５年３月２９日条例第３号 

最終改正 平成２９年６月２７日条例第２２号 

（趣旨） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第１３８条の４第３項に規定

する附属機関および地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第１４条に規定する組織として

設置する附属機関（以下これらを「附属機関」という。）の設置等については、法律もしくはこれ

に基づく政令または他の条例に定めるもののほか、この条例に定めるところによる。 

（附属機関の設置およびその担任する事務） 

第２条 市は、市長の附属機関として別表第１の名称の欄に掲げる機関を置き、その担任する事務を

同表の担任事務の欄に掲げるとおり定める。 

２ 市は、教育委員会の附属機関として別表第２の名称の欄に掲げる機関を置き、その担任する事務

を同表の担任事務の欄に掲げるとおり定める。 

３ 市は、水道事業および下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「管理者」という。）の附属

機関として別表第３の名称の欄に掲げる機関を置き、その担任する事務を同表の担任事務の欄に掲

げるとおり定める。 

４ 市は、農業委員会の附属機関として別表第４の名称の欄に掲げる機関を置き、その担任する事務

を同表の担任事務の欄に掲げるとおり定める。 

（組織） 

第３条 附属機関の委員の定数は、別表第１、別表第２、別表第３および別表第４の定数の欄に掲げ

るとおりとする。 

２ 附属機関が担任する事務のうち、特定または専門の事項について調査審議等をするため、当該附

属機関の委員で構成する分科会、部会その他これらに類する組織を当該附属機関に置くことができ

る。 

（委任） 

第４条 この条例に定めるもののほか、附属機関の組織、運営その他必要な事項は、当該附属機関の

属する執行機関および管理者が定める。 

付 則 

（前段 省略） 

付 則（平成２９年６月２７日条例第２２号）抄 

（施行期日） 

第１条 この条例は、平成２９年７月１日から施行する。 

別表第１（該当部分のみ抜粋） 

名称 担任事務 定数 

草津市あんしんいきい

きプラン委員会 

草津市介護保険事業計画および草津市高齢者保健福祉計画の

策定および推進に関し必要な事項についての調査審議に関す

る事務 

２０人以内 

別表第２（省略） 

別表第３（省略） 

別表第４（省略） 
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２ 草津市附属機関運営規則 

平成２５年４月１日規則第３５号 

最終改正 平成２９年５月２３日規則第３６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、草津市附属機関設置条例（平成２５年草津市条例第３号。以下「条例」とい

う。）別表第１に掲げる市長の附属機関（別に定めるものを除く。以下「附属機関」という。）の

運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 附属機関の委員は、別表第１の委員資格者の欄に掲げる者のうちから市長が委嘱し、または

任命する。 

（任期） 

第３条 附属機関の委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

２ 別表第２に掲げる附属機関の委員の任期は、前項本文の規定にかかわらず、それぞれ同表の任期

の欄に掲げるとおりとする。 

（委員長等） 

第４条 附属機関に委員長および副委員長を置く。 

２ 前項の規定は、委員長の名称に会長その他これに類する名称を、副委員長の名称に副会長その他

これに類する名称を用いることを妨げるものではない。 

３ 委員長（会長その他これに類する名称である場合を含む。以下同じ。）および副委員長（副会長

その他これに類する名称である場合を含む。以下同じ）は、委員の互選によりこれを定める。 

４ 委員長は、附属機関を代表し、会務を総理する。 

５ 副委員長は、委員長に事故があるときまたは委員長が欠けたときは、その職務を代理する。 

６ 委員長および副委員長にともに事故があるときまたは委員長および副委員長がともに欠けたとき

は、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

７ 別表第３に掲げる附属機関の委員長および副委員長は、第３項の規定にかかわらず、それぞれ同

表の委員長および副委員長の欄に掲げる者をもって充てる。 

（附属機関の会議） 

第５条 附属機関の会議は、委員長が招集する。ただし、委員長、副委員長および前条第５項により

指名された委員の全てが不在の場合は、市長が招集する。 

２ 委員長は、会議の議長となる。 

（定足数および議決の方法） 

第６条 附属機関の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

２ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによ

る。 

３ 前２項の規定にかかわらず、別表第４に掲げる附属機関の定足数および議決の方法は、それぞれ

同表の定足数および議決の方法の欄に掲げるとおりとする。 

（関係人の出席等） 

第７条 附属機関は、必要と認めたときは、その議事に関し専門的知識を持つ者または関係人を出席

させ、説明または意見を聴くことができる。 
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（守秘義務） 

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（分科会等） 

第９条 条例第３条第２項の規定により、別表第５に掲げる附属機関に、それぞれ分科会等の欄に掲

げる分科会、部会その他これらに類する組織（以下「分科会等」という。）を置き、担任事務の欄

に掲げる事務を所掌させる。 

（庶務） 

第１０条 別表第１に掲げる附属機関の庶務は、同表の所属の欄に掲げる所属がこれを行う。 

（その他） 

第１１条 この規則に定めるもののほか附属機関の運営に関し必要な事項は、委員長が附属機関に諮

ってこれを定める。 

付 則 

（前段 省略） 

付 則（平成２９年５月２３日規則第３６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

別表第１（該当部分のみ抜粋） 

附属機関の名称 委員資格者 所属 

草津市あんしんいきい

きプラン委員会 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 公募市民 

(3) 保険医療関係者 

(4) 福祉関係者 

(5) その他市長が必要と認める者 

健康福祉部長寿いきがい課 

別表第２（省略） 

別表第３（省略） 

別表第４（省略） 

別表第５（省略） 
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３ 委員会委員名簿 

（敬称略） 

区分 団体（機関）名 氏名 備考 

学識経験者 立命館大学 佐藤 卓利 委員長 

保健医療関係

者 

一般社団法人草津栗東医師会 鈴木 孝世  

草津栗東守山野洲歯科医師会 山本 博一  

草津市健康推進員連絡協議会 廣嶋 惠子 
第 1 回から第 8 回委員会まで

井口 正子 

福祉関係者 
滋賀県南部介護サービス事業者協議

会（社会福祉法人しあわせ会 特別

養護老人ホームゆうすいのさと） 

中島 大輔  

滋賀県南部介護サービス事業者協議

会（株式会社調和 デイサービス愛） 
矢野 実千代  

滋賀県南部介護サービス事業者協議

会（ここあ草津ステーション） 
小川 義三 

第 1 回から第 4 回委員会まで

治村 卓也 

滋賀県南部介護サービス事業者協議

会（社会医療法人誠光会 草津市訪

問看護ステーション） 

新村 真喜子  

草津市認知症高齢者グループホーム

会議（医療法人芙蓉会 グループホ

ームクローバー） 

水永 美保子  

草津市主任介護支援専門員連絡会 

（ケアプランセンター ティエール） 
毛利 由美子  

草津市ボランティア連絡協議会 川那部 光子 

第１回から第３回委員会まで

岡本 庄司 

第４回委員会は 

石本 恵津子 

草津市民生委員児童委員協議会 寺嶋 和男 
第１回から第４回委員会まで

田淵 稔子 

社会福祉法人草津市社会福祉協議会 谷 勝久 副委員長 

被保険者代表 被保険者公募 中村 しづ子  

被保険者公募 斉藤 洋子  

被保険者公募 山本 進  

被保険者公募 荒森 紀子  

草津市老人クラブ連合会 芝田 敏夫  

志津まちづくり協議会 竹村 和昭 

第１回から第３回委員会まで

奥村 弘 

第４回から第５回委員会まで

服部 孫司  

草津市同和事業促進協議会 吉岡 孝治  
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４ 計画策定経過 

年月日 委員会 議事 

平成 30 年 

   7 月 6 日 
第 1 回委員会 

（1）草津市あんしんいきいきプラン委員会について 

（2）委員長・副委員長の選出について 

（3）草津あんしんいきいきプラン第７期計画について 

（4）高齢者福祉施設等及び温浴施設（ロクハ荘・なごみの郷）のあ

り方について 

①高齢者福祉施設等（ロクハ荘・なごみの郷）について 

②なごみの郷見学 

③高齢者福祉施設等及び温浴施設のあり方について 

（5）その他 

（6）今後のスケジュールについて 

   9 月 3 日 第 2 回委員会 
（1）高齢者福祉施設等及び温浴施設のあり方について 

（2）その他 

平成 31 年 

 ２月 27 日 
第 3 回委員会 

（１）草津あんしんいきいきプラン第７期計画の進捗について 

～介護保険事業費について～ 

（２）介護予防・地域づくりを進めるために 

～生活支援体制整備事業について～ 

（３）特別養護老人ホームの整備について 

（４）平成３１年度の予算概要等について 

（５）その他 

令和元年 

 ８月 19 日 
第 4 回委員会 

（1）平成３０年度事業実績・評価について 

（2）草津あんしんいきいきプラン第８期計画策定に向けた事前調査

について 

（3）介護予防の推進について 

（４）その他 

令和２年 

 ６月１２日 

第 5 回委員会 

【書面審議】 

（1）令和元年度の実績について 

・令和元年度 事業実績・評価について 

・生活支援体制整備事業について 

（2）第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に向けて 

・草津あんしんいきいきプラン第８期計画の策定について 

・草津市の介護保険を取り巻く状況について 

・国の基本指針について 

・令和２年度 草津あんしんいきいきプラン第８期計画策定ス

ケジュール 

・草津市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果報告書 

（3）その他 

 8 月 20 日 第 6 回委員会 

（1）第５回委員会の御質問について 

（2）第 7 期計画の事業実績・評価について 

（3）第 8 期計画における基本目標等について 

（4）第 8 期計画における具体的事業の整理について 

（5）草津市認知症施策アクション・プランについて 

 9 月 18 日 第 7 回委員会 

（1）草津あんしんいきいきプラン第 8 期計画の素案について 

（2）保険料の段階区分について 

（3）その他 
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年月日 委員会 議事 

 10 月 27 日 第 8 回委員会 

（1）第 8 期計画の策定について 

（2）パブリックコメントの実施について 

（3）介護保険料について 

（4）その他 

令和３年 

 ２月 25 日 
第 9 回委員会 

（1）パブリックコメント実施結果について 

（2）第 8 期計画の策定について 

（3）その他 
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５ 小学校区別に見た現状 
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【男性】 【女性】

5歳～9歳

0歳～4歳

35歳～39歳

30歳～34歳

25歳～29歳

20歳～24歳

15歳～19歳

10歳～14歳

65歳～69歳

60歳～64歳

55歳～59歳

50歳～54歳

45歳～49歳

40歳～44歳

草津市全体

90歳以上

85歳～89歳

80歳～84歳

75歳～79歳

70歳～74歳

3,283

3,694

3,515

3,500

4,692

3,998

3,908

4,791

5,328

5,970

4,827

3,926

3,162

3,387

3,846

3,110

1,947

956

377

02,0004,0006,0008,000
(人)

2,994

3,503

3,375

3,233

3,752

3,444

3,715

4,671

5,220

5,680

4,623

3,710

3,154

3,770

4,502

3,295

2,263

1,556

1,162

0 2,000 4,000 6,000 8,000
(人)

【女性】【男性】

15歳～19歳

10歳～14歳

5歳～9歳

0歳～4歳

45歳～49歳

40歳～44歳

35歳～39歳

30歳～34歳

25歳～29歳

20歳～24歳

75歳～79歳

70歳～74歳

65歳～69歳

60歳～64歳

55歳～59歳

50歳～54歳

高穂圏域

90歳以上

85歳～89歳

80歳～84歳

831

1,031

953

807

969

827

891

1,133

1,290

1,405

1,024

749

602

669

790

652

387

175

70

05001,0001,5002,000
(人)

735

920

914

778

816

687

841

1,153

1,212

1,272

965

686

605
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917

678

433

294

226

0 500 1,000 1,500 2,000
(人)
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高穂圏域

草津市

高穂圏域

草津市

高齢化率（65歳以上の割合）

75歳以上の割合

 

■ 人口ピラミッド ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢化率の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

高穂圏域 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

圏域内人口 30,140 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 6,044 人 

 (高齢化率) (20.1％） 

 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 931 人 

(圏域内高齢者人口に占める割合) (15.4％) 

区分内訳 要支援１・２ 205 人(22.0％) 

     要介護１・２ 405 人(43.5％) 

     要介護３以上 321 人(34.5％) 
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■ 地域資源 ■（令和 2年 4月 1日時点） 

介護事業所 

●※１訪問介護 12 事業所 ★ 居宅介護支援 7 事業所 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - ▼ 短期入所生活介護 4 事業所 

●※１訪問型サービス（介護予防型） 9 事業所  短期入所療養介護 - 

○※１訪問型サービス（生活支援型） 2 事業所 □グ  認知症対応型共同生活介護 1 事業所 

 訪問入浴介護 - □特  介護老人福祉施設 3 事業所 

○看  訪問看護 2 事業所 □特  地域密着型介護老人福祉施設 1 事業所 

○リ  訪問リハビリテーション 1 事業所  介護老人保健施設 - 

▲※２通所介護 7 事業所  介護医療院 - 

 認知症対応型通所介護 - ◆ 小規模多機能型居宅介護 1 事業所 

▲※２地域密着型通所介護 5 事業所  看護小規模多機能型居宅介護 - 

▲※２通所型サービス（介護予防型） 10 事業所  福祉用具貸与 2 事業所 

△※２通所型サービス（活動型） 1 事業所  特定福祉用具販売 2 事業所 

△リ  通所リハビリテーション 2 事業所   

 

地域資源 

□病  病院 1 か所  薬局 7 か所 

 一般診療所 12 か所  歯科 13 か所 

 

 

  

※１ 地図中の●は「訪問介護」のみの事業所 

●は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型）」の事業所 

○は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型・生活支援型）」の事業所 

※２ 地図中の▲は「通所介護」のみの事業所 

▲は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型）」の事業所 

△は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型・活動型）」の事業所 

● 
□グ  

□特▼ 
△★ 

● 

□特▼▲★ 
● 

□特▼▲ 

▲ 

○▲ 

● 

矢倉学区 

△リ  

●▲ 
○看▲★ 

● 

▲★ 
□特▼●▲ 

●▲★ 

●▲★ 

○ 
▲ 

□病○看○リ△リ ★ 

志津学区 

志津南学区 

◆ 

● 
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2,310 2,385 2,473 2,494 2,538

8,138 8,507 8,671 8,802 8,864

1,243 1,244 1,247 1,210 1,192688 727 773 828 874274
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0～14歳

高齢化率

(人)
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8.0%

9.7%9.0%

10.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

志津学区

高穂圏域

草津市

志津学区

高穂圏域

草津市

高齢化率（65歳以上の割合）

75歳以上の割合

志津学区 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 13,799 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 2,397 人 

 (高齢化率) (17.4％） 

 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 373 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (15.6％) 

区分内訳 要支援１・２ 72 人(19.3％) 

     要介護１・２ 151 人(40.5％) 

     要介護３以上 150 人(40.2％) 

【地域資源】 サロン：15 か所、いきいき百歳体操実施団体：11 団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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32.5

22.3

14.6

2.2

24.8

42.0

42.3

18.3

40.2

58.0

29.4

20.1

14.1

1.7

24.3

40.9

43.1

14.4

36.7

60.0

32.1

22.6

16.7

1.5

26.6

43.0

43.2

16.7

38.5

58.7

0% 20% 40% 60% 80%

転倒リスク

運動器

閉じこもり傾向

栄養改善

口腔機能

認知機能

うつ傾向

IADL

知的能動性

社会的役割

志津学区

高穂圏域

草津市

13.9 

7.0 

25.1 

23.7 

52.9 

6.9 

76.3 

63.9 

77.0 

65.0 

39.4 

31.4 

42.0 

74.5 

23.4 

13.7 

5.3 

24.8 

19.9 

63.3 

5.0 

75.4 

63.3 

75.7 

64.7 

38.2 

32.1 

41.6 

75.6 

24.3 

15.3 

6.0 

27.6 

23.0 

62.6 

6.4 

73.2 

60.7 

74.2 

63.4 

38.5 

31.7 

39.3 

73.7 

22.4 

0% 25% 50% 75% 100%

世帯類型

「1人暮らし」

住まいの形態

「賃貸」

外出回数

「減っている」

外出

「控えている」

外出時の移動手段

「徒歩」

食事をともにする機会

「ほとんどない」

趣味の有無

「あり」

生きがいの有無

「あり」

地域活動等

「参加している」

地域活動への参加意向

「参加したい・している」

地域活動運営への参加意向

「参加したい・している」

家族以外の相談相手

「そのような人はいない」

友人・知人と会う頻度

「毎日～毎週」

主観的健康感

「よい」

災害時の不安

「特にない」

志津学区

高穂圏域

草津市

■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、志津学区は高穂圏域に比べて「転倒リスク」「運動器」「IADL

の低下」「知的能動性の低下」に該当する人の割合が高くなっていますが、草津市全体と比

べるとその違いは小さくなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合が草津市全

体・高穂圏域と比べて低くなっています。 
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1,400 1,430 1,454 1,453 1,459
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志津南学区 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 6,502 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 1,343 人 

 (高齢化率) (20.7％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 178 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (13.3％) 

区分内訳 要支援１・２ 37 人(20.8％) 

     要介護１・２ 83 人(46.6％) 

     要介護３以上 58 人(32.6％) 

【地域資源】 サロン：9か所、いきいき百歳体操実施団体：2団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、志津南学区は草津市全体に比べて「転倒リスク」「運動器」

「閉じこもり傾向」「口腔機能」「認知機能」「IADL の低下」「知的能動性の低下」に該当す

る人の割合は低くなっています。一方、「社会的役割の低下」については、草津市全体より

割合が高くなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出回数が「減っている」人、「控えている」人の割

合が草津市全体・高穂圏域より低くなっています。また、趣味や生きがいが「ある」人、地

域活動等に「参加している」人、地域活動やその運営への参加意向がある人の割合などが

草津市全体と比べて高くなっています。一方、家族以外の相談相手について「そのような

人がいない」という人の割合も草津市全体と比べて高くなっています。 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 9,839 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 2,304 人 

 (高齢化率) (23.4％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 380 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (16.5％) 

区分内訳 要支援１・２ 96 人(25.3％) 

     要介護１・２ 171 人(45.0％) 

     要介護３以上 113 人(29.7％) 

【地域資源】 サロン：10 か所、いきいき百歳体操実施団体：8団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 
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■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、矢倉学区は草津市全体との違いが小さくなっていますが、

「転倒リスク」に該当する人の割合は草津市全体よりもやや低くなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合が高穂圏域・

草津市全体と比べて高くなっています。地域活動運営への参加意向については「参加した

い・している」という人の割合が高穂圏域・草津市全体と比べてやや低くなっています。 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

圏域内人口 32,931 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 6,509 人 

 (高齢化率) (19.8％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 1,102 人 

(圏域内高齢者人口に占める割合) (16.9％) 

区分内訳 要支援１・２ 303 人(27.5％) 

     要介護１・２ 488 人(44.3％) 

     要介護３以上 311 人(28.2％) 

 

■ 人口ピラミッド ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 地域資源 ■（令和 2年 4月 1日時点） 

介護事業所 

●※１訪問介護 12 事業所 ★ 居宅介護支援 9 事業所 

●※１定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1 事業所  短期入所生活介護 - 

●※１訪問型サービス（介護予防型） 10 事業所  短期入所療養介護 - 

○※１訪問型サービス（生活支援型） 7 事業所 □グ  認知症対応型共同生活介護 1 事業所 

 訪問入浴介護 -  介護老人福祉施設 - 

○看  訪問看護 3 事業所  地域密着型介護老人福祉施設 - 

 訪問リハビリテーション -  介護老人保健施設 - 

▲※２通所介護 5 事業所  介護医療院 - 

▲※２認知症対応型通所介護 1 事業所 ◆ 小規模多機能型居宅介護 3 事業所 

▲※２地域密着型通所介護 4 事業所 ◇ 看護小規模多機能型居宅介護 1 事業所 

▲※２通所型サービス（介護予防型） 8 事業所  福祉用具貸与 2 事業所 

△※２通所型サービス（活動型） 3 事業所  特定福祉用具販売 2 事業所 

 通所リハビリテーション -   

 

地域資源 

 病院 -  薬局 13 か所 

 一般診療所 32 か所  歯科 20 か所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大路区 

渋川学区 

草津学区 

▲ 
▲ ◆ ● 

▲ △ 

◆ 

○看  

● 
○ ★ 

□グ  

▲★ 

●★ 

○看★ 

★ 

○★ 

● 
○○看◇ 

● 

▲ 

○ 

△★ 

◆ 

○△ 
▲ ▲ 

○★ 
● 

○★ 

※１ 地図中の●は「訪問介護」のみの事業所 

●は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

○は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型・ 

生活支援型）」の事業所 

※２ 地図中の▲は「通所介護」のみの事業所 

▲は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

△は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型・ 

活動型）」の事業所 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 11,482 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 2,651 人 

 (高齢化率) (23.1％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 465 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (17.5％) 

区分内訳 要支援１・２ 137 人(29.5％) 

     要介護１・２ 212 人(45.6％) 

     要介護３以上 116 人(24.9％) 

【地域資源】 サロン：10 か所、いきいき百歳体操実施団体：13 団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、草津学区は「転倒リスク」「運動器」に該当する人の割合が

草津市全体よりも高くなっています。また、「口腔機能」についてもやや割合が高くなって

います。 

その他の調査項目についてみると、世帯類型が「1 人暮らし」の人の割合が草津市全域

より高くなっています。外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合は、草津圏域より低くな

っていますが草津市全体よりは高くなっています。主観的健康感については、「よい」の割

合が草津市全体よりも低くなっています。 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 11,929 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 2,170 人 

 (高齢化率) (18.2％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 349 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (16.1％) 

区分内訳 要支援１・２ 92 人(26.4％) 

     要介護１・２ 150 人(43.0％) 

     要介護３以上 107 人(30.7％) 

【地域資源】 サロン：10 か所、いきいき百歳体操実施団体：9団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、大路区は草津市全体と比較して、「閉じこもり傾向」「認知

機能」に該当する人の割合がやや低くなっています。一方、「社会的役割の低下」について

は、やや割合が高くなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合が、草津市

全体・草津圏域と比べて特に高くなっています。 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 9,520 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 1,688 人 

 (高齢化率) (17.7％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 288 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (17.1％) 

区分内訳 要支援１・２ 74 人(25.7％) 

     要介護１・２ 126 人(43.8％) 

     要介護３以上 88 人(30.6％) 

【地域資源】 サロン：12 か所、いきいき百歳体操実施団体：10 団体※地域サロン等との重複含む 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、渋川学区は草津市全体との違いが小さくなっていますが、

「社会的役割の低下」に該当する人の割合は草津市全体よりもやや高くなっています。 

その他の調査項目についてみると、住まいの形態が「賃貸」の人の割合が、草津市全体・

草津圏域と比べて高くなっています。外出回数が「減っている」人の割合は草津市全体・

草津圏域と比べて高くなっていますが、「控えている」人の割合では大きな違いは見られま

せん。外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合は草津圏域より低くなっていますが、草津

市全体よりは高くなっています。食事をともにする機会が「ほとんどない」という人の割

合は草津市全域と比べて高くなっています。地域活動等に「参加している」人の割合は草

津市全域よりやや低くなっていますが、地域活動への参加意向について「参加したい・し

ている」という人の割合は草津市全域より高くなっています。 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

圏域内人口 18,380 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 3,722 人 

 (高齢化率) (20.3％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 611 人 

(圏域内高齢者人口に占める割合) (16.4％) 

区分内訳 要支援１・２ 148 人(24.2％) 

     要介護１・２ 267 人(43.7％) 

     要介護３以上 196 人(32.1％) 

 

■ 人口ピラミッド ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 地域資源 ■（令和 2年 4月 1日時点） 

介護事業所 

●※１訪問介護 4 事業所 ★ 居宅介護支援 7 事業所 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - ▼ 短期入所生活介護 2 事業所 

●※１訪問型サービス（介護予防型） 4 事業所 ▽ 短期入所療養介護 2 事業所 

○※１訪問型サービス（生活支援型） 3 事業所 □グ  認知症対応型共同生活介護 2 事業所 

 訪問入浴介護 - □特  介護老人福祉施設 1 事業所 

○看  訪問看護 3 事業所 □特  地域密着型介護老人福祉施設 2 事業所 

 訪問リハビリテーション - □老  介護老人保健施設 1 事業所 

▲※２通所介護 2 事業所 □療  介護医療院 1 事業所 

 認知症対応型通所介護 - ◆ 小規模多機能型居宅介護 1 事業所 

▲※２地域密着型通所介護 4 事業所  看護小規模多機能型居宅介護 - 

▲※２通所型サービス（介護予防型） 5 事業所  福祉用具貸与 - 

 通所型サービス（活動型） -  特定福祉用具販売 - 

△リ  通所リハビリテーション 1 事業所   

 

地域資源 

□病  病院 1 か所  薬局 13 か所 

 一般診療所 12 か所  歯科 9 か所 

 

  

老上学区 

老上西学区 

□特□特▼ 

▲ 

● ▲★ 

▲ 
○★ 
○看▲ 
★ 

▲◆ 
▲ 

□病□療○看▽★ 

□特▼ 

★ 

□老▽△リ ★ 
○○看  

□グ  

▲★ 

□グ  
○ 

※１ 地図中の●は「訪問介護」のみの事業所 

●は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

○は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型・ 

生活支援型）」の事業所 

※２ 地図中の▲は「通所介護」のみの事業所 

▲は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

△は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型・ 

活動型）」の事業所 
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（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 9,693 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 1,922 人 

 (高齢化率) (19.8％） 

 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 308 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (16.0％) 

区分内訳 要支援１・２ 76 人(24.7％) 

     要介護１・２ 138 人(44.8％) 

     要介護３以上 94 人(30.5％) 

【地域資源】 サロン：7か所、いきいき百歳体操実施団体：6団体 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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世帯類型
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外出回数
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、老上学区は草津市全体と比較して「運動器」、「社会的役割

の低下」に該当する人の割合が低くなっています。その他の評価項目についても草津市全

体より低くなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出回数が「減っている」人、「控えている」人の割

合は低く、外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合は草津市全体・老上圏域と比べて高く

なっています。主観的健康感については「よい」の割合が草津市全体より高くなっていま

す。 
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老上西学区 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 8,687 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 1,800 人 

 (高齢化率) (20.7％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 303 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (16.8％) 

区分内訳 要支援１・２ 72 人(23.8％) 

     要介護１・２ 129 人(42.6％) 

     要介護３以上 102 人(33.7％) 

【地域資源】 サロン：7か所、いきいき百歳体操実施団体：7団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 
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■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、老上西学区は草津市全体と比較して、「うつ傾向」「社会的

役割の低下」に該当する人の割合がやや低くなっています。 

その他の調査項目についてみると、住まいの形態が「賃貸」の人の割合が草津市全体よ

り低くなっています。外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合は草津市全体・老上圏域と

比べて低くなっています。趣味が「ある」人の割合は草津市全体よりも高くなっています。

地域活動運営への参加意向について「参加したい・している」という人の割合は草津市全

体よりも高くなっています。 
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玉川圏域 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

圏域内人口 20,079 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 3,939 人 

 (高齢化率) (19.6％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 628 人 

(圏域内高齢者人口に占める割合) (15.9％) 

区分内訳 要支援１・２ 147 人(23.4％) 

     要介護１・２ 298 人(47.5％) 

     要介護３以上 183 人(29.1％) 

 

■ 人口ピラミッド ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 地域資源 ■（令和 2年 4月 1日時点） 

介護事業所 

●※１訪問介護 4 事業所 ★ 居宅介護支援 3 事業所 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - ▼ 短期入所生活介護 1 事業所 

●※１訪問型サービス（介護予防型） 3 事業所  短期入所療養介護 - 

○※１訪問型サービス（生活支援型） 1 事業所  認知症対応型共同生活介護 - 

 訪問入浴介護 - □特  介護老人福祉施設 1 事業所 

○看  訪問看護 1 事業所  地域密着型介護老人福祉施設 - 

○リ  訪問リハビリテーション 1 事業所  介護老人保健施設 - 

▲※２通所介護 2 事業所  介護医療院 - 

 認知症対応型通所介護 - ◆ 小規模多機能型居宅介護 1 事業所 

▲※２地域密着型通所介護 1 事業所  看護小規模多機能型居宅介護 - 

▲※２通所型サービス（介護予防型） 3 事業所  福祉用具貸与 1 事業所 

△※２通所型サービス（活動型） 1 事業所  特定福祉用具販売 1 事業所 

△リ  通所リハビリテーション 1 事業所   

 

地域資源 

□病  病院 3 か所  薬局 11 か所 

 一般診療所 10 か所  歯科 6 か所 

 

 

  

玉川学区 

南笠東学区 

□特▼◆ 

● 

● 

□病○リ△リ  

△★ 

○ 

● 
▲★ 

○看  

▲★ 

□病  

□病  

※１ 地図中の●は「訪問介護」のみの事業所 

●は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

○は、「訪問介護」＋「訪問型サービス（介護予防型・ 

生活支援型）」の事業所 

※２ 地図中の▲は「通所介護」のみの事業所 

▲は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型）」 

の事業所 

△は、「通所介護」＋「通所型サービス（介護予防型・ 

活動型）」の事業所 
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玉川学区 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 12,202 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 2,287 人 

 (高齢化率) (18.7％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 349 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (15.3％) 

区分内訳 要支援１・２ 79 人(22.6％) 

     要介護１・２ 163 人(46.7％) 

     要介護３以上 107 人(30.7％) 

【地域資源】 サロン：10 か所、いきいき百歳体操実施団体：8団体※地域サロン等との重複含む 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 
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■ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の結果 ■ 

評価項目別についてみると、玉川学区は草津市全体・玉川圏域と比較して「運動器」「知

的能動性の低下」に該当する人の割合が低くなっています。 

その他の調査項目についてみると、外出回数が「減っている」人、「控えている」人の割

合は、草津市全体・玉川圏域と比べて低く、外出時の移動手段が「徒歩」の人の割合は草津

市全体・玉川圏域と比べて高くなっています。 
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南笠東学区 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

学区内人口 7,877 人 

 高齢者人口（65 歳以上） 1,652 人 

 (高齢化率) (21.0％） 

 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

【要介護・要支援認定の状況】 

要介護・要支援認定者数 279 人 

(学区内高齢者人口に占める割合) (16.9％) 

区分内訳 要支援１・２ 68 人(24.4％) 

     要介護１・２ 135 人(48.4％) 

     要介護３以上 76 人(27.2％) 

【地域資源】 サロン：6か所、いきいき百歳体操実施団体：5団体※地域サロン等との重複含む 

 

■ 人口の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年 10 月 1日時点 

■ 高齢化率の推移 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


